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1. 著者らはSaccharomyces carlsbergensis を 検定

菌とするカップ法によるBe定量を試み,第20回総会では，

実験手技が簡便なこと，感度および精度が高いことなど

から本法の可能性を示唆した。さらにその後，本法を数

種生物材料のBe 定量に応用したところ良好な成績が得

られたので，今回は本法の実用性について述べたい。

2. 検定菌Saccharo 耽yces carlshergensis 4228, AT

CC9080, 定量培地Atkin らの組成，Be 標 準液として

Pyridoxine を供し，さきに設定した定量条件 下で数種

生物材料のBe 定 量を行ない，そのBe 含有量，回収率

を比濁法のそれと比較検討した。さらに，比濁法につい

ては振畳培養法と静置培養法の成績をも比較した。なお

天然試料からのBe の抽出は酸分解法によった。

3.　本法による供試材料のBe 含有量 は，ブ タ肝 臓

4.6μg/g, ブ タ肉5.3 μg/g， イ ナダ4.2 μg/g, 米ヌカ

41.0μg/g, ピ ーナッツ4.7 μS/S， バナナ3.2 μg/g で

比濁法で得られた測定値と近似しており，また回収率も

91～98% で，さしたるドリフトもみられず良好な成績が

得られた。これは著者らがこれまで報告してきた一連の

B 群ビタミンのカップ定量法のうちでも有用性の高いも

のの一つで,  Be のRoutine Assay として推したい。な

お振盗培養法と静置培養法の両比濁法の比較の結果，Be

含 有量はほぼ一致するが，前者に比べ後者は盲検値が高

く，回収率も一般に高値を示した。


